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スノーリゾートシティ SAPPORO推進戦略（案） 

に対するご意見の概要と札幌市の考え方

令和３年７月26日から8月24日までの30日間、スノーリゾートシティSAPPORO推進戦略（案）
について、市民の皆さまからご意見を募集しました。 

１ 実施概要
(1) 意見募集期間
令和３年（2021年）7月 26日（月）~ 令和3年（2021年）8月 24日（火） 

(2) 意見提出方法
郵送、持参、ファックス、電子メール 

(3) 公表資料
・ スノーリゾートシティ SAPPORO推進戦略（案） 
・ スノーリゾートシティ SAPPORO推進戦略（案）の概要 

(4) 資料の配布場所 
・ 札幌市役所 15階 観光・MICE推進課、2階 市政刊行物コーナー 
・ 各区役所 総務企画課広聴係 
・ 札幌市ホームページ 

２ パブリックコメントに対するご意見の内訳 

(1) 意見提出者数
14人（10歳代2人、20歳代5人、40歳代2人、50歳代2人、60歳代2人、不明1人） 

(2) 意見件数 
25 件 

(3) 提出媒体別意見提出者数
電子メール 13人、持参 1人  

(4) 項目別意見数
ア 第１章 スノーリゾートシティ SAPPORO推進戦略の策定に当たって  2 件 
イ 第 3章 スノーリゾート推進に向けた札幌の現状              1 件 
ウ 第 4章 スノーリゾート推進の方向性                           1 件 
エ 第 5章 具体的な取組                                    18 件 
オ 第６章 推進体制と進行管理                                3 件 
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３ ご意見に基づく当初案からの変更点
お寄せいただきましたご意見をもとに、当初案から以下のとおり修正しました。

修正箇所 修正前 修正後 
ｐ21 
② 
「雪体験コンテン
ツ・ウインタースポー
ツ施設」 

市内の主な雪体
験コンテンツ・ウイン
タースポーツ施設 

【施設名称】 
（新規） 

【コンテンツ内容】 
（新規） 

【施設名称】 
リュージュ競技場（フッズスノーエリア） 

【コンテンツ内容】 
札幌オリンピックの練習コースとして設置され
たリュージュ競技場。誰でも参加可能な体
験会も実施 

ｐ54 
2-① 
「ウインタースポーツ
体験コンテンツの充
実」 

具体的な取組 

【項目】 
ウインタースポーツ施設の活用 

【内容】 
ジャンプ競技場、スケート場、カーリング場な
どのウインタースポーツ施設を活用し、競技
大会の開催や体験教室の充実など、観光
客がウインタースポーツを体験できる機会の
充実 

【項目】 
ウインタースポーツ施設の活用 

【内容】 
ジャンプ競技場、リュージュコース、スケート
場、カーリング場などのウインタースポーツ施
設を活用し、競技大会の開催や体験教室
の充実など、観光客がウインタースポーツを
体験できる機会の充実 

ｐ57 
3-① 
「市内 6 スキー場
のトータルブランディ
ングの推進」 

具体的な取組 

【項目】 
スキー場同士の連携によるサービス提供体
制の強化 

【内容】 
修学旅行やスキー授業、団体客の受入等
にあたり、各スキー場単独で対応できない
場合の相互協力の推進など、サービス提供
体制の強化 

【項目】 
スキー場同士の連携によるサービスレベルの
向上 

【内容】 
修学旅行やスキー授業、団体客の受入等
にあたり、各スキー場単独で対応できない場
合の相互協力の推進、案内サイン等の統
一化など、６スキー場の連携によるサービス
レベルの向上を目指す。 
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４ ご意見の概要と札幌市の考え方
お寄せいただきましたご意見の概要と本市の考え方は、以下のとおりです。 
※いただいご意見は、一部要約、分割して掲載しています。 

第 1章 スノーリゾートシティ SAPPORO推進戦略の策定に当たって （2件） 

№ 意見の概要 札幌市の考え方 

2 推進戦略の目的  

1 
スキー場は、市民利用が増えなければ回復しな
いため、このような戦略には意味がない。コロナ対
応に注力して欲しい。 

新型コロナウイルス感染症により大きな影響を受
けた札幌観光の回復に向けて、本戦略の取組が必
要と考えております。 
また、「第1章2 推進戦略の目的」に記載のとお
り、市民のウインタースポーツ振興に寄与することも
本戦略の目的のひとつと考えています。 

2 

スノーリゾートとして継続的に発展していくために
は、若者世代にウインタースポーツの魅力を知って
もらうことが重要であることから、学生のスキー場料
金を低く設定すべきと考えます。 

「第1章2 推進戦略の目的」に記載のとおり、市
民のウインタースポーツ振興に寄与することも本戦略
の目的のひとつであり、ご意見を今後の検討の参考
とさせていただきます。 

第 3章 スノーリゾート推進に向けた札幌の現状  （1件） 

№ 意見の概要 札幌市の考え方 

2（1） 市内スキー場の基礎情報 

3 
旧「真駒内スキー場」が閉鎖した経緯について
記載されていない。 

本戦略は、今後の取組等についての指針を定め
ることを目的としていることから、ここでは、現在運営
されている６つのスキー場の情報を記載しており、す
でに閉鎖されている真駒内スキー場の情報は記載し
ておりません。 

第 4章 スノーリゾート推進の方向性  （1件） 

№ 意見の概要 札幌市の考え方 

2（2） 将来ビジョン 

4 
ブランディングコンセプトの「Powder in the 

City」は、世界に向けて発信するキャッチコピーとし
ては弱いのではないか。 

「Powder in the City」は、本戦略の検討委員
会において、外国人も含めた有識者のご意見を踏ま
え、札幌が目指すビジョンを端的に表現したコンセプ
トとして設定したものです。世界に向けた発信にあた
っては、このコンセプトに基づき、発信力のあるキャッチ
コピーの検討も含めて、様々な工夫をしながら効果
的な発信に取り組んでいきます。 
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第５章 具体的な取組  （18 件） 

№ 意見の概要 札幌市の考え方 

２（1） 基本方針 1 観光客の多様なニーズに対応できるスキー場へのレベルアップ 

5 
テイネハイランドのナイター化を希望。札幌市街
の夜景を見ながらスキーができるという特別な体験
を創出できると考える。 

本戦略においても、街並みと海を一望できる眺望
を、サッポロテイネの強みと位置付けており、「重点取
組１-①スキーヤーの満足度を高める施設整備やサ
ービス提供」、「重点取組 1-②観光コンテンツとして
のスキー場の魅力創出」の取組の中で、その強みを
活かしていくことが重要であると考えています。 

6 

手稲山山頂は石狩湾や市街地が見渡せる観
光スポットとして、かつてはロープウェイも運行してお
り、スキーをしない人にも魅力的なスポットにできる
ポテンシャルが備わっていると考える。 

7 
スキー場施設の老朽化対応などは、中長期的
な計画で取り組むものであり、年度をまたいだ補助
金等の支援を検討する必要がある。 

「重点取組 1-①スキーヤーの満足度を高める施
設整備やサービス提供」において、老朽化した施設
等の更新について記載しており、支援の在り方につ
いても検討していきます。 

8 

スキーやスノーボードは雪初体験の方々にはハ
ードルが高いスポーツであることから、初めての方で
も楽しめるスノースポーツのバリエーションを増やす
施策を、スキー場事業者とともに創出することが必
要 

「重点取組 1-②観光コンテンツとしてのスキー場
の魅力創出」に記載の通り、観光客がスキー・スノー
ボード以外の目的でも訪れたくなるスキー場を目指
し、スキー場ならではの雪を活かしたコンテンツの充実
を図ります。 

9 

藻岩山スキー場で、学校のスキー学習と観光
客で大変込み合い、ぶつかることが何度かあった。
市民がいつも通り安全にスキーが楽しめるよう、ス
キー学習が終わった時期に観光客を誘致して欲し
い。 

「1-⑤持続可能なスキー場運営」に記載のとお
り、市民利用の確保も重要な課題であると考えてお
り、市民利用にも配慮しながら、観光客の誘致につ
いて検討していきます。 

２（2） 基本方針 2 雪の街札幌ならではの観光コンテンツの充実 

10

他のスノーリゾートと「差別化」を図るためには、
スキー+αをもっと考える必要がある。フッズスノーエ
リアにあるリュージュコースについて、改修して観光
客向けの体験会を実施するなど、活用を検討すべ
き。 

【本文修正】 
いただいたご意見を踏まえ、「第２章（2）②雪
体験コンテンツ・ウインタースポーツ施設」及び「重点
取組２-①ウインタースポーツ体験コンテンツの充実」
の記載内容にリュージュコースについて追記していま
す。 

11

 オリンピック招致を目指す以上、多くのウインター
スポーツが体験できるよう、札幌ならではのコンテン
ツの充実が必要。フッズスノーエリアのリュージュコー
スを観光やレジャーにも使えるようにアピールしては
どうか。 
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12

もっと「見る体験」を重視すべき。スキージャンプ
やモーグル、ハーフパイプの大会などをもっと観光客
にも見てもらえるようにできないか。競技者側もたく
さんの観客に見てもらえることで励みになる。また、
雪まつり期間中に設置している大通のスノーパーク
を冬季間常設にする、競技者のトレーニングの様
子を観光客にも見てもらえるようにするなど、普段
からウインタースポーツを応援できるような街づくり、
観光ビジョンが持てると素敵だと思う。 

「重点取組２-①ウインタースポーツ体験コンテン
ツの充実」に記載のとおり、ウインタースポーツの拠点
都市札幌ならではの観光コンテンツの充実を図り、
大会の観戦等の「見る体験」も含めて、観光客がウ
インタースポーツを体験できる機会の充実を図ってい
きます。 

13

世界初の「屋内ジャンプ競技場」の実現といった
インパクトのある取組により、世界に対する広告効
果や、オリンピック招致に向けた人材育成、シビック
プライドの底上げに寄与することが必要。 

「重点取組２-①ウインタースポーツ体験コンテン
ツの充実」に記載のとおり、ウインタースポーツの魅力
を発信するコンテンツの充実を図っていきます。 

14
都心部クロスカントリー大会の開催は、都心部
の交通への影響や巨額の税金の負担を考えると
開催すべきではない。 

目指す将来ビジョンの実現に向けては、都心部で
アスリートの走りを観戦できるとともに、気軽にウインタ
ースポーツも体験できる環境を整えることが重要であ
ると考えています。ご指摘のとおり、交通への影響や
税金の負担も含め費用等にも配慮しながら、検討
を進めてまいります。 

15

飲食店に勤務しているが、観光客から街中で
雪遊びができる場所がないかと尋ねられることが多
いので、スキー場だけでなく、中心部で雪遊びがで
きる場所があると良いと思う。 

「2-②都心部近郊や定山渓周辺での雪体験コ
ンテンツの充実」に記載のとおり、都心部近郊で手
軽に雪遊びやスノーアクティビティが楽しめるコンテンツ
の充実を図ります。 

16
通年で雪を体験できる施設があると良い。（特
殊な人工降雪機で冬を再現した施設など） 

「2-②都心部近郊や定山渓周辺での雪体験コ
ンテンツの充実」に記載のとおり、観光客が手軽に雪
体験やスノーアクティビティが楽しめるコンテンツの充
実を図ることとしており、ご意見を今後の検討の参考
とさせていただきます。 

２（3） 基本方針 3 ブランド力向上や周遊促進に向けた事業者連携の推進 

17

６スキー場を一つのリゾートとしてブランディング
するためには、デザインコードを策定して６スキー場
のコースマップや看板などを統一化することや、スキ
ー場内のルールを統一することが重要。白馬の統
一ルールが参考になると思われる。 

【本文修正】 
いただいたご意見を踏まえ、重点取組3-①「市内
6 スキー場のトータルブランディングの推進」の具体的
な取組の内容を修正しています。 
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２（4） 基本方針 4 来訪者の満足度を高めるストレスフリーなサービス・インフラの提供 

18

商業施設を利用したパークアンドライド方式
（商業施設までマイカーで行って、バスに取り換え
てスキー場まで行く方式）を実施することで、冬道
の運転に慣れていない観光客や車の運転が苦手
な市民の利便性向上が図られると考える。 

「重点取組 4-①スキー場や観光施設等へのアク
セス向上」に記載のとおり、スキー場シャトルバスの利
便性向上を図ることとしており、ご意見を今後の検
討の参考とさせていただきます。 

19
観光客向けのバスだけでなく、札幌駅を含むいく
つかの駅から出るシャトルバスを増やし、市民（特
に学生）に使いやすいようにしてほしい。 

「重点取組 4-①スキー場や観光施設等へのアク
セス向上」に記載のとおり、スキー場シャトルバスの利
便性向上を図ることとしており、ご意見を今後の検
討の参考とさせていただきます。 

20

インバウンド対応には、外国語を話せるスタッフ
の確保が重要であり、インバウンドの満足度を高め
ることで、再訪や、口コミによる他のインバウンドの
来札が期待できる。 

「4-④観光客受入環境整備」に記載のとおり、イ
ンバウンドがストレスを感じることなく快適に施設の利
用や情報収集が可能となるよう、受入環境の整備
を進めることとしており、多言語対応についても重要
な課題であると考えています。 

21
ハイグレードホテルの誘致や宿泊施設の富裕層
向け改修は必要ない。 

札幌市が目指すスノーリゾートの将来ビジョンとし
て、多様なニーズを持った幅広い層の観光客を顧客
像として想定しており、富裕層のニーズに対応する宿
泊施設の整備を、具体的な取組として位置付けて
いるものです。 

２（5） 基本方針 5 スノーリゾートとしてのブランド化を目指したマーケティングの強化  

22
中心部の飲食店等で、雪遊びができる場所等
をまとめたマップやガイドが配布されていると、従業
員側としてもありがたい。 

「5-③旅ナカにおける情報発信強化」に記載のと
おり、旅ナカにおける情報発信を強化することとして
おり、ご意見を今後の検討の参考とさせていただきま
す。 

第 6章 推進体制と進行管理  （3件） 

№ 意見の概要 札幌市の考え方 

1（2）目指す推進体制 

23
インバウンド対応などに必要な要員は、市と大

学が連携し、大学生に協力してもらう仕組みを作
ってはどうか。 

戦略を推進するにあたっては、関連事業者や関
係団体との連携を強化することが重要と考えており、
ご意見を踏まえ、大学との連携についても検討して
いきます。 



7

24 倶知安町のように宿泊税を導入してはどうか 
スノーリゾートの推進に当たっては、財源の在り方
についても課題となることから、ご意見を今後の参考
とさせていただきます。 

25
2030年の冬季札幌オリンピック招致に向けて、
招致に関わる関係団体、部署と連携を図りながら
この戦略を推進することが必要と考える。 

スノーリゾートとしてブランド化を推進することは、ウ
インタースポーツの活性化に繋がり、冬季オリンピッ
ク・パラリンピック招致の機運醸成や大会開催後のそ
の先の未来において持続的な都市の魅力の発信に
も寄与することから、ご意見を踏まえ、関係団体等と
の連携についても検討していきます。 


